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株主の皆様へ 

 

株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこと
とお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 
 
ここに、当社第53期中間期（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日）の営業概況と決算につきまして
ご報告申し上げます。 
 
当中間期におけるわが国経済は、在庫調整の一巡や経
済対策の効果により、大幅に落込んだ景気はやや回復し
たものの、設備投資の減少や雇用環境の悪化から個人消
費が低迷し、不安定な経済状況が続いております。 
当社の属する普通鋼電炉業界におきましても、普通鋼
鋼材受注及び生産は前年同期比大幅なマイナスで推移い
たしましたが、流通の在庫調整が完了したことで、生産
状況に回復の兆しが見えてきました。 
こうした状況のもと当社では、きめ細かな顧客対応を
第一とし、また、海外への鋼片販売を積極的に行い、粗
鋼生産量を回復させることで、コスト競争力の強化を図
りながら、適正な製品販売価格交渉を粘り強く行い、当
初の計画を達成することが出来ました。 
 
(1) 売上高 
受注環境は最悪期を脱したものの依然として低水
準であることに加え、前年同期に比べ鉄スクラップ
価格が大幅に下落したことにより、販売単価も大幅に
低下しておりますので、売上高は前年同期比7,024百
万円減少（△54.4％）し5,879百万円となりました｡ 
(2) 営業利益 
粗鋼生産回復に努めながら様々な管理費削減を行
ったものの、前年同期の粗鋼生産まで回復するに至
らず、生産数量減少による製造コストの上昇と販売
数量減少による売上総利益の減少により、営業利益
は前年同期比1,358百万円減少（△67.2％）し663百
万円となりました。 
(3) 経常利益 
営業利益の減少に加え、鉄スクラップ取引金額の減
少に伴う仕入割引の減少等により、前年同期比1,369
百万円減少（△66.9％）し676百万円となりました｡ 
(4) 中間純利益 
法人税等を差し引いた結果、経常利益の減少によ
り、前年同期比696百万円減少（△63.3％）し404百
万円となりました。 
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キャッシュ・フローの状況 
当中間期末における現金及び現金同等物（以下「資
金」という）の残高は、前事業年度末に比べて267百万円
の減少となり67百万円となりました。なお、当中間期に
おける各キャッシュ・フローの状況と要因は次の通りで
あります。 
 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動の結果得られた資金は691百万円（前年同期は
516百万円の収入）となりました。収入の主な内訳は、税
引前中間純利益650百万円、減価償却費419百万円と、生
産増加に伴い鉄スクラップ購入量が増加したことによる
仕入債務の増加1,004百万円であります。支出の主な内訳
は、法人税等の支払による支出781百万円であります。 
 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
投資活動の結果使用した資金は691百万円（前年同期は
251百万円の支出）となりました。これは、前事業年度に
おいて実施した電気炉変圧器等の大型設備投資の決済に
よる支出1,280百万円と貸付金回収分による収入570百万
円が要因であります。 
 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動の結果使用した資金は267百万円（前年同期は
３百万円の収入）となりました。これは、借入金返済に
より有利子負債が179百万円減少したことに加え、配当金
の支払いによる支出87百万円が要因であります。 
 
当中間期の配当金につきましては、今後の事業環境及
び事業の継続的成長のための内部留保等を総合的に勘案
し、１株当たり３円とさせて頂きたいと存じます。 
 
今後の見通しにつきましては、流通の在庫意欲が低水
準であることに加え、原材料の鉄スクラップ価格が、近
隣諸国の強い購入意欲と国内高炉メーカーにおける使用
量増加により強含みで推移するものと思われます。 
当社といたしましては、急激に変化する国内外経済情
勢と鋼材需給環境の動向に、より一層の注意を払い、需
要に見合った生産の継続や生産調整局面におけるあらゆ
るコスト削減に努め、顧客に喜ばれる製品造りを心がけ
てまいります。また、人材育成や最適な設備投資による
競争力の強化に取組むとともに、環境にも配慮し地域と
の融和を目指してまいります。 
 
株主各位におかれましては、一層のご支援とご鞭撻を
賜りますようお願い申し上げます。 
 
平成21年12月 
 

代表取締役社長  南  良 隆 



〆≠●0 
01_0461701632112.doc 
東京鋼鐵㈱様 中間事報 2009/12/14 19:53印刷 3/7 

― 3 ― 

当社の損益の状況の推移 
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中間貸借対照表（平成21年９月30日現在） 
 

(単位：千円) 
 
資  産  の  部 負  債  の  部 

科     目 金  額 科     目 金  額
 

流 動 負 債 

買 掛 金

短 期 借 入 金

未 払 金

その他の流動負債

固 定 負 債 

長 期 借 入 金

環境対策引当金

再評価に係る繰延税金負債

その他の固定負債

負 債 合 計 

3,558,655

2,038,941

566,236

515,708

437,770

2,318,157

612,263

153,353

1,506,627

45,914

5,876,813

純 資 産 の 部 

 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

棚 卸 資 産

短 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

その他の流動資産

固 定 資 産 

有形固定資産 

建物及び構築物

機 械 及 び 装 置

土 地

その他の有形固定資産

無形固定資産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

そ の 他 の 投 資

7,324,556

67,265

2,760,602

1,426,748

2,930,000

111,415

28,524

10,520,509

10,346,730

1,228,291

4,152,117

4,549,960

416,361

25,428

148,350

18,265

60,000

70,085

 

株 主 資 本 

資 本 金 

資 本 剰 余 金 

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金 

利 益 準 備 金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

自 己 株 式 

評価・換算差額等 

土地再評価差額金 

純 資 産 合 計 

9,749,293

2,453,000

981,690

981,690

6,327,378

21,000

6,306,378

6,306,378

△12,775

2,218,959

2,218,959

11,968,253

資 産 合 計 17,845,066 負債・純資産合計 17,845,066

 
(注) 1. 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

   2. 有形固定資産の減価償却累計額 12,782,524千円
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中間損益計算書 (自 平成21年４月１日至 平成21年９月30日)
 

(単位：千円) 
 
科        目 金       額 

売 上 高 5,879,566

売 上 原 価 4,720,323

売 上 総 利 益 1,159,242

販売費及び一般管理費 495,652

営 業 利 益 663,589

営 業 外 収 益 

受 取 利 息 及 び 配 当 金 5,549

そ の 他 の 営 業 外 収 益 17,979 23,529

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 6,353

そ の 他 の 営 業 外 費 用 3,816 10,169

経 常 利 益 676,949

特 別 利 益 

固 定 資 産 売 却 益 835 835

特 別 損 失 

固 定 資 産 除 却 損 26,300

そ の 他 の 特 別 損 失 538 26,838

税 引 前 中 間 純 利 益 650,946

法 人 税 等 246,894

中 間 純 利 益 404,051
 
(注) 1. 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 

   2. １株当たり中間純利益 23.20円
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会社の概要（平成21年９月30日現在） 
 

 

資 本 金 2,453,000,000円 

本 社 東京都千代田区神田司町二丁目２番地

発行済株式総数 17,446,000株 

株 主 数 868名 

従 業 員 数 111名 
 

 

 

役   員（平成21年９月30日現在） 
 

取 締 役 社 長
( 代 表 取 締 役 ) 南  良 隆 

専 務 取 締 役 新 野 善 行 

常 務 取 締 役 中 野  收 

取 締 役 峯 岸  裕 

取 締 役 安 保 義 久 

取 締 役 小 口 芳 一 

常 勤 監 査 役 上 野 秀 男 

監 査 役 宇津木   修 

監 査 役 池 田 文 美 
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株 主 メ モ 
 
 

  
事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日 

期末配当金受領株主確定日 ３月31日 

中間配当金受領株主確定日 ９月30日 

定 時 株 主 総 会 毎年６月 

株主名簿管理人

特別口座の口座管理機関
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部 

 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号

 ℡ 0120－232－711（通話料無料） 

上場証券取引所 株式会社ジャスダック証券取引所 

公 告 の 方 法 東京都において発行する日本経済新聞 

  
 
(ご注意) 

1. 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承るこ

ととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ

ください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱い

できませんのでご注意ください。 

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、

三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特

別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せください。

なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。 

3. 未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支

払いいたします。 

 

 




